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3 点 )4,0,0(),0,4,0(),0,0,4( を通る平面 の方程式は、 4 zyx で与えられる。 

 と原点の距離は 
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したがって、平面 と球面 S は共有点を持つ。(証明終) 

 

次に、点 ),,( zyx が平面 と球面 S の共有点であるとき、 6,4 222  zyxzyx より 

 6)(216)(2)( 2222  xyzxyzxyzxyzzyxzyx  5 xyzxyz  

 

axyz  とすると、解と係数の関係により、 zyx ,, は 3次方程式 054 23  appp の 3つの実数解である。 

重解を含む。 pppa 54 23  として、直線 aq  と曲線 pppq 54 23  が、重解を含む 3つの共有点を 

持つ範囲を調べればよい。 

 

ppppf 54)( 23  とすると 

 )1)(53(583)( 2  pppppf  

)(pf の増減は右の通りで、 1p のとき極大、
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5
p のとき極小。 
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求める範囲は 2
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